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ICカード種別 対 象 者 区 分 利用可能なサービス






































































































































平成21年 7 月 平成21年 9 月
課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 1 2 3 2 － 2
博士（教育学） 1 － 1 － － －
博士（法学） － 1 1 1 － 1
博士（経済学） 3 － 3 4 2 6
博士（理学） 2 3 5 5 － 5
博士（医学） 8 1 9 9 4 13
博士（医科学） － － － 1 － 1
博士（社会健康医学） － － － 2 1 3
博士（薬学） － － － 3 1 4
博士（工学） 4 3 7 35 4 39
博士（農学） 5 5 10 7 － 7
博士（人間・環境学） 2 － 2 4 － 4
博士（エネルギー科学） 1 1 2 9 － 9
博士（地域研究） 1 － 1 2 － 2
博士（情報学） 1 － 1 7 － 7
博士（生命科学） 2 － 2 1 － 1
博士（地球環境学） 2 － 2 3 － 3














ナム教育訓練省Tran Ba Viet Dzung 長官，文部科
学省加藤重治審議官や在越日本大使館員立ち合い
のもと，西村周三理事・副学長が松本　紘総長の代





























































１．部 局 名 防災研究所
２．名 称 水文環境システム（日本気象協会）研
究部門
 （Hydrologic Environment System
（Japan Weather Association））
３．寄 附 者 財団法人　日本気象協会



























１．部 局 名 大学院農学研究科
２．名 　 称 食の未来戦略講座
 （Integrative Research for Advanced 
Dieting）
３．寄 附 者 味の素株式会社
４．寄附金額 総額 1億 5千万円
５．設置期間 平成21年10月1日～平成24年 9月30日























































































































































































































































































































システム研究所（Tsinghua University, China, State 

































































































































































































































































































１．日 　 　 時：11月14日（土）10時～15時 （受付開始 9時30分　小雨決行）
２．場 　 　 所：フィールド科学教育研究センター 里域ステーション 上賀茂試験地
　　　　　　　　（住所：京都市北区上賀茂本山 2　アクセス：叡山電鉄・京都精華大学前駅より徒歩10分）
３．内 　 　 容：試験地内で行う自然観察，標本館や見本林の見学，落ち葉や木の実を使った工作など
４．定 　 　 員：30名
５．対 　 　 象：一般の方 （々ご家族での参加も歓迎します。）
　　　　　　　　※小学生以下の方が参加する場合は，保護者が必ず同伴してください。
６．参  加  費：無料（※ただし，イベント保険料として50円徴収します。）
　　　　　　　　持ち物：山歩きのできる（汚れてもよい）服装，歩きやすい靴，雨具 ，昼食
７．申 込 方 法：必要事項（氏名・フリガナ・年齢・性別・住所・電話番号）を明記の上，往復はがき又は電子
メールで申込んでください。申込み 1通につき 5名までの応募が可能です（※応募者全員の
必要事項を必ず明記のこと）。なお，個人情報は当自然観察会の運営のみに使用します。


































































１．日　　　時：12月 5 日（土）　研究内容説明会： 9：00～11：20
  研究施設巡回：11：30～12：30
  研 究 室 訪 問：13：30～17：00
２．場　　　所：生態学研究センタ （ー大津市平野 2丁目509－ 3 ）
 JR 瀬田駅からバスをご利用ください。詳しくはホームページをご覧ください。
３．問 合 せ 先：陸域生物相互作用分野　大串隆之（E-mail：ohgushi@ecology.kyoto-u.ac.jp）
































































































餌付けも最小限に抑えられ，現在では週に 3回，小麦 4 kg（自然の食物が不足する夏季には，平日に大
豆8kg を追加）与えているのみです。餌付けが成功した1952（昭和27）年当初は，たまに研究者が持ってき
た餌を与える程度で定期的な餌付けはされていませんでしたが（第Ⅰ期：半自然期），のちに定期的な餌付
けをおこなうようになりました（第Ⅱ期：餌付け期）。しかし，栄養状態が良くなって個体数が130頭程ま
でに増加し，このままでは幸島のキャパシティを超えて島外に出たサルが猿害を起こすことが懸念された
個体調査の様子
図－１．２００９（平成２１）年４月現在生存している個体の家系図
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ため，1972（昭和47）年以降，給餌量を大幅に減らすことになりました（第Ⅲ期：抑制期）。そして，試行錯
誤の結果，現在の給餌パターンが決定され，それ以降は個体数も100頭前後で推移しています（第Ⅳ期：夏
季給餌期）。
図－１は現在調査に使用している家系図です。オスには動物，メスには植物の名前をつけ，兄弟は同じ
頭文字を使う，一度使った名前は使わないなどの基準を設けて個体識別をしています。太字のホタテとい
うオスが現在のα－male（第一位のオス）で，幸島で 7代目のα－male になります。ホタテも20歳を超え，
次のα－male が誰になるかが注目されます。
教育へのかかわり
幸島には県内はもちろん県外からも多くの
見学者が来られます。また，小中高等学校など
の課外授業の一環として利用されることも多
くあり，幸島で講義やフィールドワークのレク
チャーなどをおこなっています。本学内では霊
長類研究所や野生動物研究センターの学生実
習が毎年おこなわれており，フィールドワーク
の基礎を学ぶ場としても活用されています。
これまで述べてきたように，幸島は「日本の
霊長類学の発祥の地」です。これまで教育研究
に関する多くの経験とそれに基づく貴重なデ
ータの蓄積があります。今後もこうした実績を
途切れることなく持続していく必要があるで
しょう。また，自然との接触が希薄になる一方
で，自然環境の重要性が叫ばれる昨今，学内は
もちろん学外の方々にも幸島観察所を有効に
利用していただきたいと思います。
連絡先
〒889－3311　宮崎県串間市大字市木16－1
TEL：0987－77－0045　FAX：0987－77－0251
アクセス
公共交通機関：ＪＲ南郷駅より宮崎交通バス「幸島」行き乗車「幸島」バス停下車徒歩１分
自動車：宮崎自動車道　宮崎ＩＣから約２時間（Ｒ２２０を南下，南郷駅前でＲ４８８に入る）
職員構成
技術職員 2名（内 1名は再雇用）
今年の春に生まれたコザル
一般を対象にした見学会
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
